
足場の組立て等工事の作業指針 

作業主任者技能講習テキスト №215840 

＜新旧対照表＞ 第 4 改訂 8 版 令和 7 年 3 月 10 日 
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（旧版）第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版）第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

[表記・用語の統一]    

現場、建設現場、工事現場、建設工事現場、作業現場 作業所 

職長 職長・安全衛生責任者 

労働者 作業者 

また 又 
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（旧版） 第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版） 第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

1 図 1-1 （赤枠を修正） 1 図 1-1  

  

4 上から

10 行目 

（２）作業現場及び周辺の状況が、・・・ 4 上から

10 行目 

（２）作業場所及び周辺の状況が、・・・ 

6 図 1-6 （赤枠を修正） 6 図 1-6  

  

9 上から

4 行目 

 作業主任者の選任の対象でない 2m 以上～ 

5m 未満の構造の足場の組立て、・・・ 

9 上から

4 行目 

 作業主任者の選任の対象でない 5m 未満の

構造の足場の組立て、・・・ 
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（旧版） 第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版） 第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

  

 

 

    

11 図 2-1 （赤枠を修正） 11 図 2-1  

  

18 上から

8 行目 

 さらに、作業現場及び周辺の状況を調査

し、・・・ 

18 上から

8 行目 

 さらに、作業場所及び周辺の状況を調査

し、・・・ 

20 上から

17 行目 

・・・安全管理計画書等の内容を加味し、現

場の作業内容に適合したものを作成する。 

20 上から

17 行目 

・・・安全管理計画書等の内容を加味し、作

業所の内容に適合したものを作成する。 
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（旧版） 第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版） 第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

 

 

23 図 3-2 （赤枠を修正） 23 図 3-2  

  

25 図 3-4 （赤枠を修正） 25 図 3-4  
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（旧版） 第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版） 第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

  

      

33 表 3-4 （赤枠を修正） 33 表 3-4  

  

45 表 4-3 （赤枠を修正） 45 表 4-3  

  

49 図 4-9 （赤枠を修正） 49 図 4-9  
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（旧版） 第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版） 第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

49 図 4-10 （赤枠を修正） 49 図 4-10  

  

64 上から

18 行目 

・・・場の組立てを行う工法（手すり先行工

法とよばれる）である。 

64 上から

18 行目 

・・・場の組立てを行う工法である。 

64

～

66 

上から

20 行目 

（順序入れ替え） 

（１）手すり先送り方式 

（２）手すり据置き方式 

（３）手すり先行専用足場方式 

64

～

66 

上から

20 行目 

 

（１）手すり据置き方式 

（２）手すり先行専用足場方式 

（３）手すり先送り方式 

67 

～ 

72 

上から

3 行目 

（順序入れ替え） 

①手すり先送り方式の組立て 

②手すり据置方式の組立て 

③手すり先行専用足場方式の組立て 

67 

～ 

72 

上から

3 行目 

 

①手すり据置方式の組立て 

②手すり先行専用足場方式の組立て 

③手すり先送り方式の組立て 

76 

～ 

78 

上から

4 行目 

（順序入れ替え） 

（１）手すり先送り方式の解体 

（２）手すり据置き方式の解体 

（３）手すり先行専用足場方式の解体 

76 

～ 

78 

上から

4 行目 

 

（１）手すり据置き方式の解体 

（２）手すり先行専用足場方式の解体 

（３）手すり先送り方式の解体 

95 下から

6 行目 

③ 階段の蹴上げは 35cm 以下、踏面は 18cm

以上とする。 

95 下から

6 行目 

③ 階段の蹴上げ高さは、足場施行工法ガイ

ドラインは「30cm 以下」、（一社）仮設工業

会の仮設機材認定基準では「35cm 以下」と

なっている。 

103 図 4-53 （差替） 103 図 4-53  
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（旧版） 第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版） 第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

  

106 上から

13 行目 

① 建地の間隔は、1.8m 以下とする。 106 上から

13 行目 

① 建地の間隔は、1.85m 以下とする。 

107 図 4-57 （赤枠を修正） 107 図 4-57  

  

114 図 4-63 （赤枠を変更） 114 図 4-63  
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（旧版） 第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版） 第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

  

128 上から

6 行目 

② 壁つなぎは、水平方向 5.5m 以下、垂直

方向 5m 以下の間隔で設ける。・・・ 

128 上から

6 行目 

② 壁つなぎは、垂直方向 5m 以下、水平方

向 5.5m 以下の間隔で設ける。・・・ 

133 上から

6 行目 

・・・更の後及び地震や悪天候後に請負人の

作業者に足場を使用させるときは、・・・ 

133 上から

6 行目 

・・・更の後及び地震や悪天候後に請負人の

労働者に足場を使用させるときは、・・・ 

133 上から

16 行目 

① 組立てた足場の完了後は、作業主任者が

点検を行うとともに、元請の現場管理者・・・ 

133 上から

16 行目 

① 組立てた足場の完了後は、作業主任者が

点検を行うとともに、元請の管理者等・・・ 

133 下から

2 行目 

④ 現場撤収時には、足場組替え用部材の仮

置き状態は良いか、・・・ 

133 下から

2 行目 

④ 撤収時には、足場組替え用部材の仮置き

状態は良いか、・・・ 

      

148 図 4-95 （赤枠を修正） 148 図 4-95  

  

154 表 4-29 （赤枠を修正） 154 表 4-29  
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（旧版） 第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版） 第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

185 上から

11 行目 

・・・人の作業者に足場を使用させるときは、

足場における作業を開始する・・・ 

185 上から

11 行目 

・・・人の労働者に足場を使用させるときは、

足場における作業を開始する・・・ 

206 上から

5 行目 

③ 親綱支柱に控綱を取る場合は、支柱の外

方１スパンの位置の建わくより取る（図 4-

147 参照）。 

206 上から

5 行目 

③ 親綱支柱に控綱を取る場合は、支柱の外

方１スパンの位置の建わくより取る。 

207 図 4-

147 

（赤枠を修正） 207 図 4-

147 

 

 

 

  

 

 

    

210 図 4-

153 

（赤枠を修正） 210 図 4-

153 

 

  

211 下から

2 行目 

② 人体又は人体相当の落体により衝撃を受

けたもの。 

211 下から

2 行目 

② 人体又は人体相当の落下物により衝撃を

受けたもの。 

212 下から

3 行目 

 防護棚は、建設工事の現場から落下物が外

部に落下し、・・・ 

212 下から

3 行目 

 防護棚は、建設工事現場から落下物が外部

に落下し、・・・ 

225 図 5-1 （赤枠を修正） 225 図 5-1  
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（旧版） 第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版） 第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

235 表 5-3 （赤枠を修正） 235 表 5-3  
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（旧版） 第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版） 第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

 

 

239 下から

1 行目 

・・・ハサミで切断する等処分して絶対に再

使用できないようにする。 

239 下から

1 行目 

・・・ハサミで切断する等処分して再使用で

きないようにする。 

244 下から

8 行目 

 標識を標示するときは、次のことに留意す

る。 

244 下から

8 行目 

 安全標識を標示するときは、次のことに留

意する。 

248 下から

5 行目 

③ 垂直昇降式以外の高所作業車の作業床上

では安全帯を使用する。 

④ 作業床から身を乗り出さない。 

⑤ 作業床上で走行操作する高所作業車の走

行は、平坦堅固な場所で誘導者の配置、合

図、適正な制限速度等必要な描置を行う。 

⑥ 高所作業車は、合図を定めてその合図に

より誘導する。 

⑦ 作業範囲内を立入禁止区域に指定する。 

⑧ 作業を終了するときは、作業床を最低降

下位置にする。使用責任者の表示をする。 

248 下から

5 行目 

 

 

③ 作業床から身を乗り出さない。 

④ 作業床上で走行操作する高所作業車の走

行は、平坦堅固な場所で誘導者の配置、合

図、適正な制限速度等必要な描置を行う。 

⑤ 高所作業車は、合図を定めてその合図に

より誘導する。 

⑥ 作業範囲内を立入禁止区域に指定する。 

⑦ 作業を終了するときは、作業床を最低降

下位置にする。使用責任者の表示をする。 

253 上から

2 行目 

① 当物（やわら）：玉掛け用ワイヤロープ

を・・・ 

253 上から

2 行目 

① 当てもの（やわら）：玉掛け用ワイヤロー

プを・・・ 
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（旧版） 第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版） 第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

253 下から

3 行目 

④ 角のある荷には当物（やわら）をする。 253 下から

3 行目 

④ 角のある荷には当てもの（やわら）をす

る。 

267 表 5-17 （赤枠を修正） 267 表 5-17  

  

275 下から

6 行目 

 作業手順書作成の目的は、作業の中で発生

するムダ、ムラ、ムリを取り除き、・・・ 

275 下から

6 行目 

 作業手順書作成の目的は、作業の中で発生

するムダ・ムリ・ムラを取り除き、・・・ 

276 上から

5 行目 

・・・また災害の危険性を把握し、その対策

等を盛り込み、・・・ 

276 上から

5 行目 

・・・また災害の危険有害性を把握し、その

対策等を盛り込み、・・・ 

277 上から

11 行目 

・・・作業の順序にならべ、作業の急所、災

害の危険性を検討し、・・・ 

277 上から

11 行目 

・・・作業の順序にならべ、作業の急所、災

害の危険有害性を検討し、・・・ 

277 下から

11 行目 

・・・判定することになるが、現場の状況に

もいろいろあり、・・・ 

277 下から

11 行目 

・・・判定することになるが、作業の状況に

もいろいろあり、・・・ 

277 下から

6 行目 

② 作業の実績に即しており、楽にできムダ、

ムラ、ムリがないこと。 

277 下から

6 行目 

② 作業の実績に即しており、楽にできムダ・

ムリ・ムラがないこと。 

  

 

    

286 表 6-8 （赤枠を修正） 286 表 6-8  
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（旧版） 第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版） 第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

  

288 上から

5 行目 

 建設現場の事故・労働災害の防止を図るた

めには、・・・ 

288 上から

5 行目 

 作業所における事故・労働災害の防止を図

るためには、・・・ 

288 上から

11 行目 

 安全施工サイクルの実施にあたっては、ま

ず、施工現場のトップ・・・ 

288 上から

11 行目 

 安全施工サイクルの実施にあたっては、ま

ず、施工のトップ・・・ 

296 上から

3 行目 

 危険予知（KY）活動とは、災害発生要因を

先取りし、現場や作業に潜む危険要因を・・・ 

296 上から

3 行目 

 危険予知（KY）活動とは、災害発生要因を

先取りし、作業に潜む危険要因を・・・ 

  

 

 

 

 

 

 

 

    

298 図 6-5 （赤枠を修正） 298 図 6-5  
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（旧版） 第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版） 第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

  

299 図 6-8 （赤枠を修正） 299 図 6-8  

  

299 下から

5 行目 

 事故・災害が作業場で発生した場合を想定

して、あらかじめ災害の種類、・・・ 

299 下から

5 行目 

 事故・災害が作業所で発生した場合を想定

して、あらかじめ災害の種類、・・・ 

      

300 図 6-7 （赤枠を修正） 300 図 6-7  
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（旧版） 第 4改訂 7版（令和 6年 2月 2日） （新版） 第 4改訂 8版（令和 7年 3月 10日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

  

300 下から

3 行目 

 災害発生現場の場所や施設は、災害発生時

の緊急措置により、・・・ 

300 下から

3 行目 

 災害発生場所や施設は、災害発生時の緊急

措置により、・・・ 

301 上から

8 行目 

③ 確認者（目撃者）の確保や災害発生現場

の保存に努める。 

301 上から

8 行目 

③ 確認者（目撃者）の確保や災害発生現場

保存に努める。 

301 表 6-14 （赤枠を修正） 301 表 6-14  

  

330 下から

4 行目 

・・・生のための必要な事項について、教育

を行なわなければならない。ただし、令第２

条第３号に掲げる業種の事業場の労働者につ

いては、第１号から第４号までの事項につい

ての教育を省略することができる。 

330 下から

4 行目 

・・・生のための必要な事項について、教育

を行なわなければならない。 

345 上から

8 行目 

（本足場の使用）【令和 6 年 4 月 1 日施行】 345 上から

8 行目 

（本足場の使用） 

 

    

  

    

  

  

  

  

    

  


